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1 は じ め に

東北農業研究センター (旧東北農試)で開発された大

豆・小麦立毛間播種栽培技術は、間作開始となる 2作 目

以降に播種時の除草剤処理ができないことを主要因とす

る雑草多発生が普及上の問題となつていた。雑草発生密

度の高い畑作地帯においては作付け回数が進むにつれ雑

草害が深刻となり大幅な減収も予想されることから、本

技術の確立のためには、十分な雑草抑制を可能とする除

草体系を構築しなければならない。これを踏まえて、大

豆・小麦立毛間播種 2年 3作体系における雑草管理技術

を検討 したので報告する。

2試 験 方 法

2002年 ～2003午に行つた試験区の構成及び耕種概要を

表 1に示す。各処理区において、作目の収量および収穫

時における雑草生重を調査 した。なお、耕種概要は表 2

に示す。

表1試験区の構成

3 試験結果及び考察

小麦 ,大豆立毛間播種 2年 3作体系を 図 1の体系を

基本 (雑草管理の試験区は表 1に よる)に実施すると、

以下の結果となつた。

(1)1作 目大豆の雑草管理における処理においては、中

耕・培± 2回区、中耕のみ 2回区、除草剤のみ区、の順

に雑草量が少なかつた。また、 2作 目小麦の播種直前中

耕により、 1作 目大豆の収穫時の雑草量は、中耕・培土

2回区、中耕のみ 2回区で生重10g/ポ未満に抑えるこ

とができた。

(2)2作 目小麦の収穫時の雑草状況は、 1作 目大豆の処

理区の傾向をそのまま維持 し、雑草量にも大きな変動が

なかつた。

(3)3作 目大豆の播種以降は、全処理区で雑草量は累積

的に増カロした。しかし、 3作 目大豆播種直前中耕により

明らかに雑草量は少なかつた (以上、図 2)。

(4)1作 目大豆と2作 目小表の収量・品質に処理区間差

は見られなかつたが、 3作 目大豆においては、全般に冷

夏の影響により低収傾向であり顕著な差はみられないも

の、雑草害により低収になる区がみられた (図 3)。

2作目小麦における雑草管理

試験区名 種直前中耕

試験区名    中耕のみ 中耕・培土    有   有り
中耕のみ 2回   2回   ―   ×  無   無し
中耕・培± 2回  ―

有     有り
×   無     無し

2回

除草剤のみ    ―    =__

以上の処理の順列組み合わせにより行つた。

注 1)1作 目大豆の「除草剤のみ区」に関しては、 2作 目小麦における雑草管理の試験区は「無」のみと
注2)除草剤散布等その他の共通管理は図1によつた。
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図1大豆・小麦立毛間播種 2年 3作体系の実施モデル (2002～ 2003年 )

※ (1)内の数字は2作 目小去収技時 (3作 目大亘播■時)の雑草生重(g/F)

図2 3作 目大豆播種直前中耕の有無による大豆収穫時の雑草発生量の違い
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図3各除草体系の 2年 3作分の収量

4 ま と め

図 1のような立毛間播種 2年 3作体系においては、 1

作目大豆の雑草発生量が次作以降に反映されるものの、

2作目小麦栽培期間の適切な雑草管理により、雑草発生

量は3作目大豆播種前まで極端に増加しないことがわか

った。 しかし、 3作目大豆播種から2作 目小麦収穫まで

の間作期間 (21日 )力 長`いことや、小麦収穫後もすぐに

機械除草に入れないことにより、この期間中に雑草発
生

が旺盛となるが、これを軽減するために 3作 目大豆の播

種直前中耕が効果的であると考えられた。
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